
２０２６年度 「工作物石綿事前調査者講習」のご案内 

福島労働安全衛生教育センター 

 
 

 
 
 
 

講習科目 
①工作物石綿事前調査に関する基礎知識  ③現場調査の実際と留意点    ⑤修了考査 
②石綿使用に係る工作物図面調査     ④工作物事前調査報告書の作成 

講習日時 
講習会場 

【受付】講習時間前までに、受講票に記載の受講番号が示された座席にご着席ください。 
※ ご本人確認をいたしますので、運転免許証などをお持ちください。 

２０２６年 
９月２４日～翌２５日 

会場 大熊町交流施設 link る大熊（双葉郡大熊町大字大川原字南平 1207 番 1） 
電話 ０２４０－２３－７６７６ 

講習時間（１日目）９：5０～１７：２０（２日目）９：５０～１７：３５ ※遅刻不可 
※ 石綿作業主任者技能講習や建築物石綿含有建材調査者講習修了の方は、一部講習に免除がございま

す。ご希望の方はお電話ください（但し修了考査には科目免除がございませんので、全科目の受講を
お薦めします）。 

受講料金 

３８，２８０円（内訳 受講料３３，０００円（税込）＋テキスト代５，２８０円（税込）） 
※ 修了考査のみ ５，５００円 
※ 講習開始日の１０日前までの申込取消は、受講料を返金いたします（振込手数料等、差引かせていた

だきます）。 

申込方法 

① 弊社 HP からお申込み か 受講申請書をメール・FAX・郵送のいずれかでお送り下さい。 
② 仮受付後３営業日以内にメール等で本受付を連絡のうえ、受講資格証明書の様式をお送りします。 
③ 受講日の１０日前までに、顔写真を貼付けた受講資格証明書 と 資格内容を証明する書類をお送り下

さい（※受講資格のない方は受講できません。別紙受講資格をご確認ください）。 
④ 本受付後、受講料はを次のいずれかの方法で事前にお支払いください。お支払いは、受講日の１０日

前までにお願いします（弊社窓口でのお支払いは、承っておりません）。 
【郵送】現金書留 
【振込】振 込 先  須賀川信用金庫 桑野支店 普通０２１６２７２ 
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※ 送料や振込手数料は、お申込者にてご負担ください 

⑤ 入金確認後、受講票やテキストをお送りします。 

申込先 
（お問合せ

先） 

福島労働安全衛生教育センター株式会社 
〒９６３－８０２４ 福島県郡山市朝日一丁目２７番５号 
  電 話；０２４－９８３－６９０５ ／ FAX；０２４－９８３－６９０４ 
  メール；reception@fukushima-oshec.co.jp 
※ 弊社へお越しの際は、行事等により留守の場合がありますので、必ずお電話にてご確認ください。 

募集人員 ２６名まで 

修了証 
講習の全科目・時間を受講し、修了考査に合格された方に【修了証明書】を後日郵送します。 
※ 遅刻等、所定の講習時間に満たない受講生には修了証明書は発行できません。 
※ 不合格の方には、受講証明書を送付します（令和１０年３月３１日まで有効）。 

その他 受講票、筆記用具をお持ちください。 

※ 企業、団体等で５名以上の受講なさる場合は、出張講習を承ります。ご相談ください。 

事業者は、建築物の解体又は改修の作業を行うときは、石綿による労働者の健康障害を防止するため、あらかじめ、当該工
作物について、石綿等の使用の有無を調査しなければなりません（石綿則第 3 条）。 
「工作物」とは、建築物以外のものであって、土地、建築物又は工作物に設置されているもの若しくは設置されていたもの

の全てをいい、例えば、煙突、サイロ、鉄骨架構、上下水道管等の地下埋設物、化学プラント等、建築物内に設置されたボイ
ラー、非常用発電設備、エレベーター、エスカレーター等又は製造若しくは発電等に関連する反応槽、貯蔵設備、発電設備、
焼却設備等及びこれらの間を接続する配管等の設備等があります。なお、建築物内に設置されたエレベーターについては、かご
等は工作物ですが、昇降路の壁面は建築物です。 

 



受講資格 

※ 「工作物に関する実務経験」とは、工作物の解体工事又は改修工事の実務に関する経験が含まれること。 

※ 職務内容証明書について、事業場をすでに退職している場合は、その事業場に依頼して同証明書を発行してもらうことが 

必要です。  

 受 講 資 格  受講資格を証明する書類 

１ 労働安全衛生法別表第１８第２３号に揚げる石綿作業主任者技能

講習を修了した者 

石綿作業主任者技能講習修了証の写し 

２ 学校教育法による大学(短期大学を除く。)において、工学に関する

正規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒業 した後、工作

物に関して２年以上の実務の経験を有する者 

①大学の工学科卒業証明書  

②工作物に関する実務経験２年以上の職務内容証明書 ※①

と②両方必要です 

３ 学校教育法による短期大学（修業年限が３年であるものに 限り、同

法による専門職大学の３年の前期課程を含む。）に おいて、工学

に関する正規の課程又はこれに相当する課程 （夜間において授

業を行うものを除く。）を修めて卒業した 後（同法による専門職大学

の前期課程にあっては、修了した後。④において同じ。）、工作物

に関して３年以上の実務 の経験を有する者 

①修業年限３年の短期大学の工学科卒業証明書 

②工作物に関する実務経験３年以上の職務内容証明書 ※①

と②両方必要です 

４ 学校教育法による短期大学（同法による専門職大学の前期 課程

を含む。）又は高等専門学校において、工学に関する正規の課程

又はこれに相当する課程を修めて卒業した後、工作物に関して４年

以上の実務の経験を有する者（③に該当する者を除く。） 

①短期大学、専門職大学、又は高等専門学校の工学科卒業 

証明書  

②工作物に関する実務経験４年以上の職務内容負証明書 

※①と②両方必要です 

５ 学校教育法による高等学校又は中等教育学校において、工学に

関する正規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒 業した後、

工作物に関して７年以上の実務の経験を有する 者 

①高等学校の工学科卒業証明書  

②工作物に関する実務経験７年以上の職務内容証明書 ※①

と②両方必要です 

６ 工作物に関して１１年以上の実務の経験を有する者 工作物に関して１１年以上の実務経験あることを、事業場 の責

任者が証明する職務内容証明書 

７ 2006 年（平成 18 年）4 月 1 日 （注）の前日までに特定化学物質等

作業主任者技能講習を修了した者で、工作物石綿事前調査に関

して５年以上の実務の経験を有する者 

（注）以前は石綿作業主任者技能講習がなく、特化物作業主任者

がその役割を担っていた 

①平成１７年の改正前の特定化学物質等作業主任者技能講 

習の修了証の写し  

②工作物石綿事前調査の実務経験（注）５年以上の職務内 容

証明書 （注）工作物石綿事前調査者の補助の業務など 

※①と②両方必要です 

８ 建築行政に関して２年以上の実務の経験を有する者 実務経験２年以上の職務内容証明書 

９ 環境行政（石綿の飛散の防止に関する者に限る。）に関して ２年以

上の実務の経験を有する者 

実務経験２年以上の職務内容証明書 

10 労働安全衛生法第９３条第１項の産業安全専門官若しくは 労働衛

生専門官又は同項の産業安全専門官若しくは労働衛生専門官で

あった者 

職務内証明書 

11 労働基準監督官として２年以上その職務に従事した経験を 有する

者 

実務経験２年以上の職務内容証明書 

12 第一種作業環境測定士又は第二種作業環境測定士であって、建

築物石綿含有建材調査に関して 5 年以上の実務の経験を有する

者 

①作業環境測定士登録証の写し 

②工作物石綿事前調査の実務経験５年以上の職務内容証明

書 

※①と②両方必要です 

別紙 
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